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函館市民生児童委員連合会広報委員会

令和４年４月１日発行第　　  号79

〔１〕

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
し
た
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

を
、
令
和
３
年
10
月
29
日
㈮
14
時
か

ら
15
時
ま
で
、
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

に
て
、
７
〜
11
の
５
方
面
か
ら
参
加

人
数
の
制
限
と
感
染
防
止
対
策
の
お

願
い
を
し
て
、
41
名
の
参
加
を
頂
き

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

講
師
は
道
民
児
連
の
馬
川
主
査
に

お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
活
動
記
録
の
記
入
に
つ
い

て
」
は
何
度
も
繰
り
返
し
取
り
上
げ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
あ
ま
り
厳

密
に
考
え
す
ぎ
ず
「
と
に
か
く
こ
ま

め
に
記
入
す
る
こ
と
」
が
ポ
イ
ン
ト

で
、
委
員
同
士
の
電
話
や
メ
ー
ル
で

の
や
り
取
り
は
双
方
に
、
生
活
支
援

課
か
ら
の
異
動
通
知
な
ど
の
郵
便
物

も
カ
ウ
ン
ト
す
る
な
ど
忘
れ
が
ち
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
研
修
内
容
を
各
方
面

の
例
会
で
取
り
上
げ
て
頂
き
、
こ
ん

な
ケ
ー
ス
は
ど
こ
に
分
類
し
た
ら
い

い
の
か
？
な
ど
疑
問
質
問
が
有
り
ま

し
た
ら
、
民
児
連
事
務
局
に
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、

道
民
児
連
に
回
答
を
頂
き
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
長

　

岩
山　

勝
則
）

第２ブロック部会研修会
「活動記録の記入の仕方について」～具体例での付け方～「活動記録の記入の仕方について」～具体例での付け方～テーマ



〔２〕

ブロック部会・福祉部会の活動計画案決まる
新年度の

第６ブロック（26～29方面）
　活性化：第29民児協

福祉部会名 日　　時 会　　場 テ　ー　マ　等

ブロック部会名 日　　時 会　　場 テ　ー　マ

市民会館小ホール

市民会館小ホール

市民会館小ホール

市民会館小ホール

市民会館小ホール

令和４年度　福祉部会研修計画令和４年度　福祉部会研修計画

令和４年度　広報委員会発行計画令和４年度　広報委員会発行計画

令和４年度　ブロック部会研修計画令和４年度　ブロック部会研修計画

・発行回数　年２回
・発行日　　前年同様４月・11月
・カラーＡ４・８ページ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（民児連事務局）

第１ブロック（1～6方面）
　活性化：第６民児協

第２ブロック（7～11方面）
　活性化：第９民児協

第３ブロック（12～17方面）
　活性化：第14民児協

第４ブロック(18～21、30方面)
　活性化：第21民児協

第５ブロック（22～25方面）
　活性化：第23民児協

６月23日㈭
　　18：30～

９月16日㈮
　　14：00～

６月下旬予定

未　定

９月下旬予定

５月31日㈫
　　13：30～

市民会館小ホール

市民会館小ホール

市民会館小ホール

亀田交流プラザ

亀田交流プラザ

恵山コミュニティ
センター

緊急通報システムと
　　安心ボトルについて

福祉拠点について

民生委員と地域の
　　　　 関わりについて
～包括支援センターと
　　ケアマネとの連携～

ケースワーカーと
　　民生委員について

児童虐待について

地域包括ケア
　　システムについて

高齢者福祉部会

障がい者福祉部会

生活福祉部会

家庭児童福祉部会
　部会長　中村　ひでの

主任児童委員交流連絡会

９月上旬予定

９月14日㈬
　　13：30～

７月中旬予定

９月～10月予定

11月予定

共に支え合う地域
　　　づくりを目指して

障がい者手帳について

元気な地域の
　　　 つくり方について

小児虐待について

子どもたちの叫び
～関係機関との連携～



〔３〕

一斉改選に伴う、前任者から後任者への引継ぎおよび函館市への返納品等は、次のとおりです。

事務局だより事務局だより一斉改選に伴う
　　後任者等への引継ぎについて

一斉改選スケジュール

■前任者から後任者へ引き継ぐもの
① 令和4年度版 民生委員・児童委員活動記録
② 世帯調査票・児童票・世帯マップ
③ 生活保護情報・生活福祉資金貸付関係
④ 民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（令和元年12月1日）
⑤ 令和元年度「民生委員児童委員活動のてびき」（令和元年11月）
⑥ 民生委員児童委員必携第66集（全国社会福祉協議会発行）
⑦ 証明事務の手引き（平成28年改訂版）
⑧ 証明願（無職証明）様式
⑨ 防災ベスト・帽子（蛍光黄色）・非常持出袋（オレンジ色）
⑩ 民児連から配付した各種研修用図書
　・ 令和２年度　民生委員のための地域福祉活動実践ハンドブック
　・ 令和３年度　民生委員のための経済的困窮者支援ハンドブック

■退任者から函館市へ返納するもの
① 民生児童委員「身分証明書・ホルダー」
※全委員へ新たに貸与するため、退任者を含め全委員から回収
② 民生児童委員「バッジ」1個
③ 民生児童委員「門標（青色）」1枚

■前任者から後任者へ引継ぎが不要なもの
① 携帯電話充電用ソーラーバッテリー

■新旧民生委員の引継ぎ（11月末までに実施）
　新任の委嘱状伝達式は、令和４年12月１日に行う予定ですが、退任される民生
委員の任期は、令和４年11月30日までですので、新旧の引継ぎ時期を定めて、適
宜、取り進めてください。

① Ｒ４.９下旬 「国へ民生委員候補者を推薦（進達）」
② Ｒ４.11中旬 「国から決定通知」
③ Ｒ４.12.１㈭ 民生委員児童委員退任者感謝状贈呈並びに委嘱状
 伝達式（函館市芸術ホール）

① Ｒ４.11.２㈬ 連絡会
② Ｒ４.11 中旬～ 民児連役員選考委員会
③ Ｒ４.12.７㈬ 理事会･連絡会（新役員体制承認､各委員会正副会長
 及び各部会長選任）

函
館
市

民
児
連



　

当
方
面
は
、
函
館
山
の
山
肌
か
ら
裾

野
に
広
が
る
住
吉
町
、
谷
地
頭
町
、
青

柳
町
、
宝
来
町
、
末
広
町
、
元
町
の
６

町
会
か
ら
、
22
名
の
民
児
委
員
と
２
名

の
主
任
児
童
委
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
が
、
只
今
２
名
欠
員
、
こ
れ
が

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん…
。

　

定
例
会
は
、
第
２
金
曜
日
の
午
後
か

ら
で
、
毎
回
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ

ひ
さ
ん
の
職
員
の
方
々
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
ご
参
加
下
さ
り
、
耳
よ
り

な
情
報
や
、
貴
重
な
ご
助
言
も
頂
け
ま

す
の
で
、
と
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。

　

当
方
面
は
地
域
柄
、
代
々
住
み
続
け

て
い
る
方
達
が
多
く
、
暖
か
な
繋
が
り

が
残
る
と
同
時
に
、
住
民
全
体
の
高
齢

化
に
伴
い
独
居
者
も
増
え
、
必
然
民
生

委
員
の
出
番
も
多
く
な
っ
て
来
ま
し

た
。
数
年
前
か
ら
危
惧
し
て
い
る
の
は
、

「
委
員
さ
ん
が
限
界
を
超
え
て
も
頑

張
っ
て
し
ま
う
問
題
」
と
「
地
域
と
の

繋
が
り
と
後
任
が
簡
単
に
は
見
つ
か
ら

な
い
現
実
」
と
の
板
挟
み
で
、
無
理
を

し
続
け
る
責
任
感
の
強
さ
。
美
談
に
は

出
来
な
い
状
況
が
こ
こ
数
年
続
き
、
解

決
方
法
を
募
集
中
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
様
々
制
約
さ
れ

る
中
、
電
話
や
葉
書
、
メ
モ
の
投
函
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
て
お
り
ま
す
。
心
配
は
、
支
援

の
必
要
な
子
育
て
世
帯
の
実
態
等
、
掴

み
切
れ
な
い
時
世
の
中
、
事
件
化
し
て

驚
く
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

昨
年
５
月
に
、
70
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
っ
た
当
方
面
の
若
林
憲
章
前
会
長

は
、
家
庭
児
童
福
祉
部
会
長
も
精
力
的

に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
命
の
火
が

燃
え
尽
き
る
ま
で
、
情
熱
的
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
下
さ
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
今
現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
の

も
の
が
間
に
合
わ
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
２
年
前
の
一
枚
で
す
。
改
め
て

前
会
長
の
ご
遺
志
を
忘
れ
ず
、
地
域
も

委
員
も
健
や
か
に
！
を
目
指
し
ま
す
。

（
第
２
方
面
民
児
協
会
長　

佐
藤
不
二
子
）

〔４〕

　令和４年３月１日から５月
31日まで、民生委員のバナー
広告を載せた函館市電が走り
ます。
　9600形電車「らっくる号」の乗車口横の窓
に掲載されていますので、電車道路を通る際は
ぜひ探してみてください。
　広告が載っているのは「9603A号」です。

こ
ん
に
ち
は

第
２
方
面
民
児
協
で
す

函館市電広告で民生委員啓発活動!函館市電広告で民生委員啓発活動!函館市電広告で民生委員啓発活動!



〔５〕

   

８
０
５
０
問
題

　

福
祉
拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
取
り
組
む
様
々
な
課
題
の
中
で
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

８
０
５
０
問
題
へ
の
支
援
で
す
。
高
齢
の

親
が
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
中
高
年
の

子
を
支
え
る
中
で
、
経
済
的
な
困
窮
や
地

域
か
ら
の
孤
立
に
よ
り
、
生
活
が
立
ち
行

か
な
く
な
る
問
題
で
す
が
、
そ
の
き
っ
か

け
や
背
景
は
様
々
で
す
。
不
登
校
か
ら
の

ひ
き
こ
も
り
状
態
が
長
期
化
し
中
高
年
齢

化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、
職
場
に
な
じ
め
な

か
っ
た
こ
と
や
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
こ
と
で
離
職
し
ひ
き
こ
も
る

ケ
ー
ス
、
親
の
世
話
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
で
離
職
し
介
護
の
た
め
に
ひ
き
こ
も
る

ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
子

ど
も
が
自
分
の
介
護
を
す
る
た
め
に
仕
事

を
辞
め
て
生
活
し
始
め
た
当
初
は
、
不
安

な
く
家
族
と
生
活
で
き
て
い
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
も
、
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
年

金
収
入
や
貯
蓄
が
二
人
分
の
生
活
費
と
し

て
消
え
て
い
き
、
経
済
的
な
余
裕
が
次
第

に
な
く
な
り
、
さ
ら
に
は
親
の
要
介
護
度

が
進
み
、
介
護
者
の
健
康
問
題
が
重
な
り

始
め
る
と
一
気
に
生
活
困
窮
問
題
へ
と
発

展
し
て
し
ま
い
ま
す
。
介
護
者
が
い
る
た

め
地
域
で
の
見
守
り
の
対
象
と
な
ら
な
い

こ
と
や
、
離
職
し
て
い
る
こ
と
で
社
会
と

の
つ
な
が
り
が
少
な
く
な
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
状
況
が
社
会
や
地
域
か
ら
孤
立
し

て
い
る
状
態
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
、
我

慢
や
辛
抱
を
続
け
る
ほ
ど
、
問
題
は
深
刻

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
函
館
市
が
令
和
２

年
度
に
実
施
し
た
「
市
民
の
生
活
状
況
に

関
す
る
調
査
（
ひ
き
こ
も
り
実
態
調
査
）」

結
果
で
は
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
半
数
以
上
の
皆
様
か

ら
、
支
援
の
在
り
方
と
し
て
、
支
援
・
相
談

窓
口
の
周
知
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
地

域
に
身
近
な
相
談
窓
口
と
な
る
の
が
、
福

祉
拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
で
す
。
ご
紹
介
し
た
様
々
な
ケ
ー

ス
の
い
く
つ
か
が
、
実
際
に
８
０
５
０
問

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
気
が
か
り
な
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
情
報
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

  

見
え
に
く
い
問
題
へ
の
視
点

　
「
高
齢
、
障
が
い
ま
た
は
疾
病
等
に
よ

り
援
助
を
必
要
と
す
る
親
族
、
友
人
そ
の

他
の
身
近
な
人
に
対
し
、
無
償
で
介
護
、

看
護
、
日
常
生
活
上
の
世
話
そ
の
他
の
援

助
を
提
供
す
る
者
の
う
ち
18
歳
未
満
の
者

を
い
う
。」
こ
れ
は
、
現
在
制
定
に
向
け

て
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
北
海
道
ケ

ア
ラ
ー
支
援
条
例
（
仮
称
）
素
案
で
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
で
す
。
家
庭
内
で

は
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
り
、
自
分

自
身
の
感
じ
方
の
問
題
と
捉
え
て
い
た
り

し
て
、
そ
の
結
果
、
周
囲
に
助
け
を
求
め

な
い
こ
と
自
体
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中

で
顕
在
化
し
て
い
る
孤
独
・
孤
立
の
問
題

も
同
様
で
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、

い
ず
れ
も
見
え
に
く
い
、
ま
た
は
、
見
え

て
い
て
も
気
づ
き
に
く
い
問
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
、「
支
援
を
求
め
て
い
い
」
と
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
発
信
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
支
援
を
受
け
ら
れ
る
相

談
窓
口
の
周
知
、
関
係
機
関
や
地
域
の
関

係
者
が
連
携
・
協
力
し
て
構
築
す
る
包
括

的
支
援
体
制
、
ご
本
人
や
家
族
等
の
意

向
・
事
情
に
配
慮
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に

よ
る
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要

で
す
。
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
気
軽
に

相
談
で
き
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
落
ち
着
い
た
際
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
さ
れ
る
、
地
域
の
関
係
者
が
情

報
交
換
を
行
う
た
め
に
集
え
る
場
所
も
有

効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

  

支
援
に
立
ち
は
だ
か
る
様
々
な
壁

　

虐
待
や
暴
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象

と
な
る
方
が
、
児
童
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
で
あ
っ
た
り
、
内
容
が
、
Ｄ
Ｖ
、
家
庭

内
暴
力
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
す
る
制
度
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
、
年
齢

に
よ
り
対
応
す
る
機
関
や
窓
口
が
異
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
縦
割
り
の
既
存
制
度

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
時
と
し
て
、
制
度
の

壁
、
年
齢
の
壁
、
居
住
す
る
地
域
の
壁
が

立
ち
は
だ
か
り
、
支
援
が
進
ま
な
い
場
面

や
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。
福
祉
拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世

代
を
問
わ
な
い
相
談
窓
口
で
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
壁
を
意
識
す
る
こ
と
な

く
、
お
住
い
の
地
域
を
担
当
す
る
福
祉
拠

点
を
積
極
的
に
ご
利
用
願
い
ま
す
。
そ
し

て
福
祉
拠
点
の
存
在
が
地
域
に
浸
透
し
、

多
く
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
連

携
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
拠
点
と

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

福
祉
拠
点
と

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

函
館
市
保
健
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

函
館
市
保
健
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
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春
で
す
。
暖
か
な
日

差
し
に
包
ま
れ
る
と
心

が
癒
や
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
と

共
に
歩
ん
だ
任
期
も
３
年
目
、
一
斉

改
選
の
年
で
す
。

　

訪
問
を
控
え
る
中
、
先
日
担
当
地

区
の
高
齢
者
と
久
し
振
り
に
お
会
い

し
た
時
、
電
話
で
は
分
か
ら
な
い
見

た
目
の
老
い
を
直
に
感
じ
唖
然
と
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
時
折
訪
問

し
て
、
お
話
を
す
る
大
切
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　

度
重
な
る
行
事
の
中
止
で
、
掲
載

記
事
変
更
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
79
号

が
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
始

め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
広
報
委
員
長　

佐
藤
や
よ
子
）

令和4年1月21日　厚生労働大臣表彰
第5民児協　中 村さん（左）
第24民児協　西 川さん（右）

令和3年10月3日
赤い羽根街頭募金の協力（メガドンキ・ヨーカドー前）

令和3年10月26日　新年度予算要望

令和3年9月2日
災害ヒアリング（第26～29民児協）


